
緑っ子だより
宇土市立緑川小学校

平成３０年１１月２８日号

文責 谷口育聖

校訓／教育目標
かしこく やさしく たくましく

豊かな心とたくましさをもち
夢に向かって伸びる緑っ子の育成

ネット社会をかしこく豊かに生きるために

火災避難訓練
１１月２２日（木）、生命及

び安全を意識し、非常事態発生

での即応体制ができることを目

的に行われました。運動場の状

態がよくなく、体育館を避難場

所としての訓練でした。避難の心得「おさず・かけず・しゃべらず

・もどらず・ちかよらず」については、しっかり守られており、素

晴らしい態度でした。初期消火と窓締めに関しては次への課題と

して確実にクリアできるよう取り組んでいきます。

世の中がネット社会になるにつれて、ネット社会であるがゆえの犯罪が加速度的に増えてきています。最近

では座間市での悲惨な事件がありました。出会い系サイトは、すでに法規制（１８歳未満の使用禁止）がされて

いるものの、被害者（主に性被害）の８０％以上は１８歳未満の子どもたちです。つまり、大人が子どもたちを食

い物にしているのです。しかも、法規制がかかっているにもかかわらず出会い系サイトは拡大をみせ、これらは

コミュニティサイトやアプリなどに「変装」してネット社会にはびこっています。つまり，ネット社会は有益な反面、

人の死に結びつくような『毒』を充満させ、その毒の網に子どもたちが懸かるのを今か今かと待ち構えています。

スマホやタブレット、ネットにつながるゲーム機を持った子どもたちは、すでに毒の網の餌食なのです。『毒』が

入っているアプリを知らぬ間に使い、ネット上の人物の言いなりになって、金銭や画像を要求され、さらにそれが

ネットに出回り、本人や家族等に多大な被害や苦悩を与えます。これらのことは何も、新聞やＴＶニュースの中

の「他人事」ではなく、どこでも起こりうることで、本校でも事実起こっています。

そこで、人権月間のこの時期にしっかり子どもたちのサインに気づき、面談をし、課題を学校がチームとなっ

て解決に乗り出します。また学校では、学級懇談や通信等でも下のメッセージを伝え、子どもたちに自ら考え確

かな行動ができるよう取り組んでいきます。

子どもたちに伝えたい４つのメッセージ
１ ルールを守れるか：ネット上も日常と同じルールが適応される（あいさつ、伺い、お礼等）

２ 身近に相談できる人はいるか：困ったときの相談相手は現実世界の人間だけ、ネット上にはいない

３ ライン、メールでは本当の気持ちが伝わらない：誤解や行き違い、うわさ、乱暴な表現がおおい

４ ネット上の書き込み、画像、動画の送信は匿名にならない：必ずどこの誰のものかわかる

＊上のすべてにおいて、自分も周りも大丈夫だと認めてはじめてスマホを使用する。

今、身に付けておきたい３つの力
１ 表現力：他人を誹謗中傷する表現を「つまらない」「かっこわるい」「不快だ」という感性と誹謗中傷を圧倒

する表現力を身に付ける。→良書、良メデイアは必要・・・学校や家庭でアドバイスする。

２ コミュニケーション能力：基本の礼儀、ものを大切にする、ルール・マナーを守る力を身に付ける。

３ 想像力：現実世界とバーチャル世界との距離感を想像できる力を身に付ける→実体験を多く積む

子「スマホ買って？使わせて？」 親「スマホはコミュニケーションの道具だ。あいさ

つや返事ができ、ものを大切にできたら買ってあげます、使わせてあげます。」

ある親子

の会話

個別相談
先日実施しました心のアンケート及

びこれまでのアンケート内容をもとに

した全児童との個別相談が実施されて

います。できるだけ自分の思いが素直

に言える空間に近づけ、実態把握（聴

き取り）をすることでいじめや差別の

早期発見に努めていきたいと思いま

す。いじめが確認された場合は、早期

解決に向け取り組むとともに必要な内

容は学校便り等でお知らせします。

訓練後、消防自動車を見学する児童たち



１２月行事予定
２日(日) 持久走大会・餅つき・懇談

３日(月) 振替休業日

４日(火) 小中挨拶運動 安全点検

５日(火) 県学力調査（国）

７日(水) 県学力調査（算） 人権教室

１２日(水) 人権集会（５校時）

１５日(土) ノーメディアデー

２０日(木) 地区児童会

２１日(金) 終業式・大掃除

２３日(日) ● 天皇誕生日

２４日(月) 振替休日

１月１日 ● 元日

７日(月) 冬季休業最終日

８日(火) 始業式・地区児童会

これからの行事・活動速報
●１２月２日（日） 校内持久走大会・収穫祭・学級懇談

【校内持久走大会】○ねらい 走ることが運動の基礎となることを認識させ、

自ら進んで走る意欲を養い、忍耐力と精神力を培います。

○コース・低学年：周回コース１周（９６０Ｍ）・中学年：２周（１５９２Ｍ）・高学年：３周（２２２４Ｍ）

○開会式 ９：４０～ 開会の言葉、準備運動等

○競技開始 １０：００～ ①３、４年、②１、２年、③５、６年の順でスタートします。

○競技終了 １１：０５ ○閉会式・表彰（賞状は後日渡す）

【収穫祭（もちつき）】○ねらい ５年生が中心となり栽培したもち米を全校で収穫し、もちをついたり食べたりす

ることで、収穫の喜びや体験活動のすばらしさを味わいます。苗づくりや田植え、稲刈り収穫でお世話にな

った方や自然のすばらしさに感謝する心を培い、地域の人々の知恵や生き方を学ぶ機会とします。

○日程 ・もちつき準備（午前８時） ・持久走大会開始・応援（９：４０～） ・もちつき開始（１１：１５頃）

・「いただきます」（１２：１５頃）・後片付け（１３：３０） ・帰りの会（１４：３０）※もち米販売（体育館前）

・一斉下校（１４：５０） ※学校に残らないよう、子どもたちは一斉下校で帰る。

【学級懇談会】（１５：００～１５：４５）各学級で行われます。この時間帯に学校運営協議会が開催されます。

人生本から・・・「ありがとうの奇跡」小林正観 その２（再掲）
【不平不満・悪口・文句をいわない】

・「 ➡裁く者は裁かれる、許さぬ者は許されぬ」 「裁く者の心は砂漠、許す者の心はラクダ」

・どうやら宇宙は「この人はすごく面白い人だから『特別な幸せ』を与えよう」と思って、一般的に『苦労・

不幸・挫折』と呼ばれているものを与えているようだ

・現象をゼロ（中立）と受け止めたら、「プラス」に捉えたほうが、人生は楽しい

【受け入れる】

・「幸せ」という現象を「私」が感じるためには、その前半部分の現象として、一般的に「つらく、悲しく、苦

しい」とい われていることが、どうしても必要なのである

・「自分はたいしたものではないけれども、案外いいやつかもしれない」と思えたら、人生が楽しい

「縁起の法」：人は自分の人生を自分でつくれると思っているから、悩み苦しむ。人生は自分の思いによってで

きあがっているのではなく『神仏やまわりの人々（縁）』によって成り立っている

「しあわせ」の語源は「為し合わせ」。お互いにしてあげることが、「幸せ」の本質

宇土市中・長距離記録会
１１月１９日（日）、本校児童３０名以上（希望者）が参加し、学年

別で競技が行われました。この日のため練習を重ね、運動公園

１周３００ｍトラックを精一杯駆け抜けていました。

芸術鑑賞会
１１月２８日（水）、本校体

育館で劇団風の子九州に

みなさんによる劇「みんな

のいえ」が上演されまし

た。「自分の力で、自分ひ

とりで生きてきた」という主

人公が、出会う人々、動物たち、自然によって、しだいに「みん

なが助け合い、励まし合いながら共に生きているんだ」という思

いに変わっていく『共生』をテーマとした劇でした。劇団員の方は

年間６００以上の公演をされるそうです。


